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A.利用環境

B.保管できるデータ

C.既存ストレージに関する制限

７．Windowsの暗号化ファイル/暗
号化フォルダ

暗号化ファイルをアーカイブすることができません。ログ上にエラー
が記録され、そのファイルの処理はスキップされます。

項目 PoINT TAFS接続（スタブファイル）仕様
1．ファイルシステムリンク機能の利用

SMB接続（インターネットショートカット）仕様 備考
※１　ショートカットはアーカイブ＆パージされます。
※２　リンクの種類によってアーカイブ対象の挙動が
変わります。基本的にアーカイブ処理はスキップされ
ます。ご利用の可能性がある場合はご確認くださ

ファイルシステムのリンク機能は利用できません。
アーカイブ対象になりません。（※１）（※２）（※３）

ファイルシステムのリンク機能は利用できません。
アーカイブ対象になりません。（※１）（※２）（※３）

AD環境は時刻がずれると認証できないのでNTP必須とする。
但し、ローカル認証環境であっても時刻がずれると運用が困難
になるため、なんらかの時刻合わせ実施を推奨いたします。

５．プライマリサーバの認証環境 Windows環境:
ローカル認証、またはActive Directory認証
Linux環境:
ローカル認証のみ

AD認証時にサポートされるドメインコントローラー
2012R2/2016/2019/2022

ソフトウェア（PoINT）は、SMTP（メール）による通知機能
のみ。
ハードウェアは、SMTPとSNMPによる通知が可能。

６．通知機能 ・SMTP（メール）
・SNMP v2c

AD認証の場合はNTP必須。７．時刻合わせ

８．アンチウィルスソフトのインストール ①DTASアタッチモデルサーバーでのスキャン設定
PoINT Storage Managerをインストールしたフォルダ及び
DB、キャッシュ領域を検査対象外とする必要があります。
②既存ストレージでのスキャン設定
右記参照

※お客様で利用されるアンチウィルスソフト機能や処理パフォー
マンスはお客様環境にて検証していただきます。
既存ストレージのスキャン設定はスタブファイル保管領域等いくつ
かの除外領域の指定が必要です。(テープへのREAD処理が起
動されるため)

１．使用する文字コード
項目 仕様 備考

４．ファイル・フォルダ名での禁則文字 Windowsでファイル名、フォルダ名に使用できない文字 や予
約語(/?<>\:*|の記号、CON,AUX,COMn[nは1～
9],LPTn[nは1～9],PRN,NUL）

予約語のファイル名はWebGUIによるダウンロードができない。

項目 仕様 備考
１．DTASアタッチモデルサーバー ①OSは、Windows サーバー 2019または2022

・CALラインセンスは不要となります。　※1
②IP通信プロトコルは、
・IPv4が利用できます。
・IPv6が利用できません。
③ネットワークカード
1Gbit Ether(RJ45）または　10Gbit Ether（RJ45)

※1 　管理のみを目的としてアクセスする最大2 人の管理者
ユーザがリモートデスクトップでアクセスすることを前提としていま
す。管理者ユーザ３人以上の場合はCALの追加購入が必要
となります。

・Windows 10でWebブラウザが必要。
（メーカーテスト済のブラウザ＝ Firefox, Chrome, Edge）

左記以外の場合要検証。

２．既存ストレージ SMBベースのNASストレージ
・Windows server2012 R2/2016/2019/2022のファイ
ル共有（SMB3.0以降）
・PoINT TAFS
NFSベースのNASストレージ
・Linux OS(RHEL/Cent)のファイル共有
（NFS V3)

・PoINT TAFSを利用するには、お客様の既存ストレージであ
るWindows ServerにPoINTのTAFS Clientソフトウェアをイ
ンストールし、NTFS上のフォルダを共有元として指定する必要
があります。
・TAFS Clientソフトウェアのサポート
　Windows server 2022
　Windows server 2019
　Windows server 2016
　Windows server 2012 R2
・TAFS Clientソフトウェアに必要なパッケージ
　.NET Framework 4.5.1 以降
　汎用 C ランタイム (KB2999226)[Window2012 R2の
場合]

・Windows 10（既存ストレージとはSMB接続） MAC OSなど、左記以外の場合要検証。３．一般ユーザーPC

４．PoINT Storage Manager
　　　管理用PC

最大255文字まで。３．フォルダ名・ファイル名の⾧さ

UNICODE（UTF-16） WindowsOSはファイル名としてUNICODE(UTF16)を使
用。
UDF内のファイル名はU+FEFFとU+FFFE(BOMコード）を除
くUnicodeが利用可能。

２．パスの⾧さ 最大1017文字まで。

５．テープに保管するファイルのサイズ
制限

対象ファイルをアーカイブすることはできますが、圧縮は解かれま
す。

８．Windowsの圧縮ファイル/圧縮
フォルダ

1ファイルの上限をは300GBです。
300GBより大きいファイルはアーカイブされません。

６．パージされるファイルサイズ 4KB以下のファイルはパージしても容量は減りません。 テープへのアーカイブのみ実施します。
既存ストレージが省スペースできないため、パージを行いません。

Access to file is denied (code:105)のエラーが発生し、
処理がスキップされます。



D.認証・権限

①アーカイブ時にテープへ保持できる属性
　R:読み取り専用
　H:隠しファイル ※１
　D:ディレクトリ（フォルダー）。但し空フォルダは記録されませ
ん
　A: アーカイブフラグ
　S:システム
②アーカイブ時にテープへ保持されない属性
　T:一時ファイル
　P:スパースファイル
　L:リバースポイント
　C:圧縮
　O:オフライン
　I:インデックス抑止
　E:暗号化 ※アーカイブ不可

※１．インターネットショートカットになった後は隠し
属性が無くなり見えます。
リコールデータは再度隠しファイルとなります。

９．代替データストリームの取り扱い

１０．Extended Attributesの扱い

備考

・Microsoft Active Directory
・Microsoft Windowsローカル認証
※WebGUIへのアクセスは上記で選択した認証を継承します。

７．既存ストレージ機能の利用制限
２

８．（オフィスドキュメントのような）
ファイルパスによるリンク情報の利用

1１．既存ストレージに指定できるデバ
イス制限

１２．ファイル名の文字数

項目

１．既存ストレージとの接続における
認証サービス

２．既存ストレージにアクセスさせる

Extended Attributesのついたファイルはアーカイブできませ
ん。当該ファイルについてはメッセージがログに記録されアーカイブ
処理はスキップされます。

2．ファイル属性の利用

3．監査情報の利用制限

4．既存ストレージとの接続数

5．ACLの利用制限

6．既存ストレージ機能の利用制限
１

※アーカイブされたファイルには、それがパージ前であってもL（リ
パースポイント）属性が付与され、リンクを作成します。

Storage Vault自体は4つより多く設定したい場
合は、別途ご相談ください。

要望の多い⑧、⑩に関しては評価中となります。
9/Eに併用可能かの判断をいたします。
その他の場合は要検証。

スタブファイルやインターネットショートカットが残されて
いない状態で完全リコールされる場合は、親ディレク
トリからの継承になります。

ACL情報は既存ストレージ上のフォルダ、及びスタブファイルに残
されており、完全リコール時にはその情報を使って復元します。
ただし、テープ上にフォルダやファイルのACL情報の保存はできま
せん。

ACL情報は既存ストレージ上のフォルダ、及びインターネット
ショートカットに残されており、完全リコール時にはその情報を使っ
て復元します。ただし、テープ上にフォルダやファイルのACL情報
の保存はできません。

元の記載:以下の①～⑪の機能は利用できません。
①Microsoft DFS DFSR（Distributed File System:
分散ファイルシステム）
②oplock
③プリアロケート（事前の領域割り当て）機能
④FLUSH（バッファ上のデータ書き込み指示）リクエスト
⑤ブランチ・キャッシュ・ハッシュ操作
⑥シン・プロビジョニング等で利用される既存のファイルスペースの
解放機能
⑦アプリケーションインスタンスID
⑧MS Failover Cluster
➈VSS（Windowsシャドウコピー）

テープ上には監査情報の保存はできません。
インターネットショートカットに監査情報は記録されず、監査情報
は維持されません。

※１　ネットワークドライブは「共有」機能で公開で
きません。

インターネットショートカットに変換される際、ファイル名に「.url」
の拡張子が追加されます。追加された後に既存ストレージのファ
イル名文字数/バイト数制限を超える可能性があるためご注意
ください。(エラーが起きる文字数/バイト数は既存ストレージの
OSに準拠します。)

仕様

本システムのサービスは、下記の権限を持つユーザーで稼働する

Extended Attributesなしでアーカイブされます。

①Windowsサーバーのクォータ機能
完全リコールした時に機能しません。容量制限を超えた時に
Windowsサーバーで警告が発しますが、完全リコールが処理さ
れます。

テープ上には監査情報の保存はできません。
監査情報は既存ストレージ上のスタブファイルに残されており、
完全リコール時にはその情報を使って復元します。

代替データストリームは既存ストレージ上のスタブファイルに残さ
れており、完全リコール時にはその情報を使って復元します。
テープ上には代替データストリームの保存はできません。

インターネットショートカットでは代替データストリームは保存され
ません。
テープ上には代替データストリームの保存はできません。

NTFSフォーマットされたデバイスは利用可能。 DAS（USB接続の外部ストレージ等）は「共有」により公開す
ることで指定可能です。（※１）

①Windowsサーバーのクォータ機能
利用可能です。

アーカイブ後、スタブファイルにする場合、当該ファイルにパス情報
でリンクしているファイル連携は維持されます。

アーカイブ後、インターネットショートカットにする場合、当該ファイ
ルにパス情報でリンクしているファイル連携は機能しなくなります。

い。
※３　ハードリンク（同じファイルシステム内で
inodeは同じとなり、リンク元とリンク先からも全く同
じファイルのように見える。）の場合、リンク先も別
ファイルとしてアーカイブされるが、パージの際にエラー
となるため、あらかじめ対象から除外してください。

①アーカイブ時にテープに記録され、テープから復元できる属性
　R:読み取り専用
　H:隠しファイル
　D:ディレクトリ（フォルダー）※空フォルダはアーカイブ不可
  A:アーカイブフラグ
　S:システム
②アーカイブ時にテープへ保持されない属性
　T:一時ファイル
　P:スパースファイル
　L:リバースポイント ※アーカイブ不可
　C:圧縮
　O:オフライン
　I:インデックス抑止
　E:暗号化 ※アーカイブ不可

Storage Vaultはサーバー標準構成で4つまで設定可能で
す。
１つの既存ストレージに対し、複数のフォルダを定義することが
可能です。
・複数ジョブが同時に実行される場合、レスポンス速度に影響が
出る可能性があり、ジョブ実行スケジュールに注意する必要があ
ります。
・複数の既存ストレージを設定とすることも可能ですが、TAFS
Clientライセンスをストレージ台数分購入する必要があります。

Storage Vaultは標準構成で4つまで接続可能です。
１つの既存ストレージに対し、複数のデータソースを定義するこ
とが可能です。
・複数ジョブが同時に実行される場合、レスポンス速度に影響が
出る可能性があり、ジョブ実行スケジュールに注意する必要があ
ります。
・複数の既存ストレージをデータソースとすることも可能です。



E.その他
備考

３．性能（扱えるファイル数）

４．WebGUIでの複製リコールの注
意点

５．共有ロックされているファイルのアー
カイブ

アーカイブ＆パージ時に他アプリケーションで使用され、共有ロッ
クされているファイルは処理失敗し、ログにエラーが記録されま
す。次回処理時にロックが解除されていれば正常に処理されま
す。

※DTASアタッチモデルサーバーのDBの制約によるものです。

２．性能（スキャン時間）

１．性能（アーカイブ・リコール）

扱えるファイル数の目安は1億ファイル[※]です。

100GB超えるようなデータが対象の場合、一部のブラウザでは
読み取りエラーのため、ファイルのダウンロードが中止された場合
に正しく報告しません。 このケースでは、ダウンロードしたファイル
は、予告なしに小さくなっていることがあります。
大量のデータを複製リコールする場合は、PoINT Storage
Manager GUIをご利用ください。

ユーザー権限について

項目

1億ファイルでの目安
[PoINT TAFS接続]:150分
[SMB接続]:780分

PoINTは、処理開始時にファイルをスキャンしてリストするのでは
なく、フォルダ内をスキャンしながら処理を行っていく。
■スキャンに相当する時間（100万ファイルあたり）
　[PoINT TAFS接続]:1分30秒
　[SMB接続]:7分48秒

KBオーダーの小サイズファイルの書き込み/読み出しは時間がか
かります。
①以下正副テープ同時に書き込みした（※２）場合の目安
時間となります。
・平均166KB[※１] ×55万ファイル(=90GB)で約16時間
(約1.6MB/秒)
・5MB×20万ファイル(=1TB)で約6.3時間（約44MB/秒）
・100MB×1万ファイル(=1TB)で約3.6時間　(約77MB/
秒)
②以下テープ1巻内のデータを読み出した（※３）場合の目
安時間となります。
・平均166KB[※１] × 55万ファイル(=90GB)で約7時間
(約3.6MB/秒)
・1MB×10万ファイル(=100GB)で約1時間　(約30MB/秒)
・100MB×5万ファイル(=5TB)で約25時間　(約55MB/秒)

※１　平均166KBとなるようにファイルサイズに分布を持たせて
います。
※２　アーカイブ＆パージといい、当社1Gbps環境の既存スト
レージから正副テープカートリッジにデータを書き込み、パージさ
れるまでの参考時間となります。
※３　リコールといい、正テープカートリッジからデータを読み出
し、既存ストレージへデータをコピーするまでの参考時間となりま
す。

アーカイブ処理中にリコール要求が発生すると、リコール処理が
割り込まれます。ただし、アーカイブによるテープへの書き込みとリ
コールによるテープの読み込みが交互に実行され、テープドライブ
のテープの交換が頻繁に発生します。
大量のデータをリコールする場合は、アーカイブが実行されないよ
うに定時アーカイブ＆パージのスケジュールを停止するなどの措
置を取ってください。

必要があります。
・DTASアタッチモデルサーバーののローカルのAdministrators
権限を持つこと。
・既存ストレージ上のフォルダやファイルに対してフルコントロール
可能であること。

仕様


